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緊急地方道路整備事業 
一般県道 徳島東インター線

１．事業概要

凡　　例

国道（現道）

四国横断自動車道
（未供用区間）

位 置 図

国道（未供用区間）

県道（現道）

位置図

平面図
至 鳴門

至 阿南

四
国
横
断
自
動
車
道

アクセス道路部

徳島東インター線

沖ノ州徳島本町線

中央連結部

徳島JCT
（仮称）

徳島東ＩＣ
（仮称）

小松島ＩＣ
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（仮称）



２．事業の進捗状況

H29.11～　自歩道工 着手
H30.07～　舗装工　　着手
　　　　　　　（基層・路盤）

H30.03～　嵩上げ工　着手



３．全体事業費の変更理由

追加

追加

追加



４．道路整備による多様な効果①【活動圏域】

◎その他の便益

活動圏域

① アクセス性の強化

・四国横断自動車道と

　徳島市中心部とのアクセス性が強化
　　

② 緊急輸送道路の機能の強化　

・既存道路４車線化による

　第一次緊急輸送道路の機能が強化

 社会活動圏域の拡大 

■広域的な道路交通ネットワークの構築

環　境　

マリンピア沖洲

　◎　主要渋滞箇所

徳島市中心部

京阪神地域

徳島県南部地域

・ＣＯ2、ＮＯｘの排出量が抑制され、

　大気汚染・温暖化防止効果が見込まれる

■地球環境の保全効果　　　０．４ 億円

津田ＩＣ
（仮称）

小松島ＩＣ
（仮称）

徳島東ＩＣ
（仮称）

徳島JCT
（仮称）



５．道路整備による多様な効果③【地域産業活性化】

◎その他の便益

  地域産業活性化

物流の効率化　

・マリンピア沖州の複合一貫輸送ターミナルに東京～北九州間の

　フェリーが就航しており、四国横断自動車道へのアクセス向上

　により効率的・広域的な集荷が可能となる

■地域産業の活性化

フェリーびざん

 企業の産業競争力強化  「陸・海・空」交通体系の発展 

平成３３年度(2021年度)
供用（公表）

平成３２年度(2020年度)
供用（公表）

徳島東IC（仮称）

四国横断自動車道

複合一貫ターミナル

マリンピア沖洲



活動圏域

■アクセス性の強化

　 ⇒四国横断自動車道と徳島市中心部

       とのアクセス性が強化

■緊急輸送道路の機能強化

　　⇒既存道路の4車線化による

          第一次緊急輸送道路の機能強化

６．事業評価結果

その他の便益

環　境

・騒音低減便益　　　　 0.0 億円

・ＮОｘ低減便益　　　 0.3 億円

・ＣО２低減便益　　　 0.1 億円　　　　　

計　0.4億円

・走行時間短縮便益

・走行経費減少便益

・交通事故減少便益

計　10.2億円

Ｂ／Ｃ　＝１．８

(参考)その他の便益を含むＢ／Ｃ＝１．８　

※費用Ｃ＝5.8億円　（現在価値化後）

（現在価値化後）

（現在価値化後）

貨幣換算可能な整備効果 貨幣価値に表れない整備効果

■物流の効率化

　　⇒効率的・広域的な集約が可能

  地域産業活性化

■今後の対応方針（案）


